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(57)【要約】
　本発明は、線型電池に無線充電用のコイルを付加して
構成された無線充電用の線型電池に関し、無線で充電で
きる線型電池を提供することにより、既存の有線充電方
式に比べて非常に便利に電池の充電を行うことができ、
電池の形状により予想される充電時の問題点を解決する
ことで充電効率を向上させることができるようにする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部集電体、負極または正極の内部電極、電解質、正極または負極の外部電極、外部集
電体及び被覆材から構成された線形電池において、
　線型内部集電体を中心に前記要素が順にコーティングされて構成され、前記外部集電体
と被覆材との間に無線充電用コイルが更に巻線されてなる単一芯型の無線充電用の線型電
池。
【請求項２】
　内部集電体、正極、電解質、負極、外部集電体及び被覆材から構成された線形電池にお
いて、
　線型集電体上に個別にコーティングされて形成された多数個の線型負極及び正極が電解
質の内部に挿入され、無線充電用コイルが電解質の外部にコーティングされて形成された
多重芯型の無線充電用の線型電池。
【請求項３】
　前記無線充電用コイルが電解質の外殻に挿入されて形成されたものであることを特徴と
する請求項２に記載の無線充電用の線型電池。
【請求項４】
　内部集電体、負極、電解質、正極、外部集電体及びコイルが順に積層され、外部を被覆
材で被覆して形成されたものであることを特徴とする無線充電用の線型電池。
【請求項５】
　前記コイルがＣｕ、Ａｌ、Ｔｉ、Ａｕ、Ｐｔ、Ａｇまたはこれらの合金、またはＭｇＢ

２、ＲＥＢａ２Ｃｕ３Ｏ７－δ（ここで、ＲＥ＝Ｙ、Ｎｄ、Ｇｄ又はＳＭのような希土類
元素である）から構成された群から選択される材料で製造されたものであることを特徴と
する請求項１乃至４のいずれか一項に記載の無線充電用の線型電池。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線充電方式を適用した線型電池に関し、より詳細には、線型電池にコイル
を挿入して無線充電が可能となるようにした電池に関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯用の電子機器は、ナノ技術とＭＥＭＳ（Ｍｉｃｒｏ　Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｍｅｃｈａ
ｎｉｃａｌ　Ｓｙｓｔｅｍｓ）技術の開発に伴い、益々小型化するとともに多機能性を有
する形態に進歩されている。これに、線型電池は電子機器の収納空間の活用と電池自体の
小さな体積を通して電子機器の変遷に応えることができるため、これらの主電源若しくは
補助電源として注目されている。特に、小型の線型電池は体に着用可能な形態に製作する
ことにより、未来の着るコンピュータに対応できる電源システムとしてその役割が期待さ
れている。
【０００３】
　線型電池は、断面の直径に対する長さの比がかなり大きい電池のことをいい、通常の常
用電池の形態（角形、コイン形又は円筒形の電池）とは大きさと外形において区別され、
構成要素（電極、電解質、集電体）の断面形状によって区分され得る（図１のａ及びｂ参
照）。
【０００４】
　このような線型電池は電池の体積に比べて表面積の非常に大きい電極及び集電体素子か
ら構成されることにより、電子の円滑な流れが既存の常用電池に比べて相対的に困難にな
る。
【０００５】
　断面積に比べて長さの比率が非常に大きい電池において、既存の有線充電方式をそのま
ま適用する場合、電池内部にある電極全般にわたって充電されるよりは、上記の現象によ
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り外部導線と集電体（或は電極）の接触部位に局限して充電されることがある。また、電
流密度の高い高速充電の際には、抵抗の影響が相対的に大きく作用することにより、その
充電効率は更に低くなる。
【０００６】
　一方、従来電池の充電方式として使われてきた有線充電方式に対応して、最近、無線充
電が可能なシステムが紹介されており、ここにはマイクロ波を利用する方法と電磁気誘導
方法とがある。
【０００７】
　マイクロ波を利用する方法は、空中線で伝搬されてきたマイクロ波の電力をアンテナを
介して受信し、ダイオード及びフィルタから構成された整流回路を通して直流電流に変換
させることで電池を充電させる方法であり、電磁気誘導方法は、電流が流れると磁場が発
生し、この磁場がまた新しい電流を発生させる原理を利用した方法である。パッドの電源
を入れるとパッド内部の１次コイルで磁場が発生し、この磁場は携帯電話など電子機器の
電力受信部にある２次コイルの誘導電流を発生させ、この電流が電子機器の内部若しくは
外部のバッテリを充電させるのである。
【０００８】
　このような無線充電方式は、電池の長さがいくら長くても共鳴及び電磁気を誘導するこ
とができる媒体（コイル）を電池の内部に挿入することで充電を可能とさせるだけでなく
、特に、電磁気誘導方式においては、既存の常用電池に比べて体積が減少することにより
相対的に低い外部磁場から電池内部の電流を誘導することができる長所を有する。
【０００９】
　また、線型電池を応用するにあって、２つ以上の線型電池を複合的に利用できるという
長所を有するため、このような線型電池に無線充電方式を導入することにより、電池それ
ぞれを個別に有線充電させる方式に比べて非常に便利でかつ簡単に電池を充電することが
できるようになる。これまでこのような無線充電方式を適用して線型電池を製造し、これ
を活用した事例は報告されていない実情である。
【００１０】
　本発明者らは電子機器の収納空間の活用と電池自体の小さな体積を通して電子機器の変
遷に応えることができる線型電子の長所を極大化する一方、有線充電の際に発生し得る短
所を克服するために鋭意研究した結果、本発明に至るようになった。
【００１１】
　従って、本発明の目的は無線充電方式が可能となるように構成された線形電池を提供す
ることにある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　このような本発明の目的は、線型電池の内部に媒体（コイル）を挿入して無線充電が可
能となるようにすることで、常用電池に比べて体積を減少させると同時に、相対的に低い
外部磁場から電池内部に電流を誘導することができるようにすることで達成される。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明は、内部集電体、負極または正極の内部電極、電解質、正極または負極の外部電
極、外部集電体及び被覆材から構成された線形電池において、線型内部集電体を中心に前
記要素が順にコーティングされて構成され、前記外部集電体と被覆材との間に無線充電用
コイルが更に巻線されてなる単一芯型の無線充電用の線型電池を提供する。
【００１４】
　また、本発明は、線型集電体上に個別にコーティングされて形成された多数個の線型負
極及び正極が電解質の内部に挿入され、無線充電用コイルが電解質の外部にコーティング
されて形成された多重芯型の無線充電用の線型電池を提供する。
【００１５】
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　また、本発明は、上記のような多重芯型の線型電池において、無線充電用コイルが電解
質の外殻に挿入されて形成された多重芯型の無線充電用の線型電池を提供する。
【００１６】
　また、本発明は、内部集電体、負極、電解質、正極、外部集電体及び無線充電用コイル
が順に積層され、外部を被覆材で被覆して形成された無線充電用の線型電池を提供する。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明は、無線充電方式を線型電池の充電に利用することにより、既存の有線充電方式
に比べて非常に便利に電池の充電を行うことができ、線型電池の形状によって生じる局部
的な充電の問題点を、電池内部に誘導コイルが挿入される電池構造を提供することにより
解決することができる。また、このような線型電池は小型電池機器及び着るコンピュータ
等の未来電子事業の電源部としてその応用可能性が高いため、電池産業上とても有用な発
明である。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明に係る無線充電用の線型電池の形状を概略的に示す図であって、ａ）とｂ
）は断面の形状に応じて円形断面と角形断面を例示する図である。
【図２】ａは本発明に係る無線充電用の線型電池であって、単一芯型の線型電池の構成を
概略的に示す図で、ｂは本発明に係る無線充電用の線型電池であって、多重芯型の線型電
池の構成を概略的に示す図である。
【図３】本発明に係る断面が角形である線型電池の構成を概略的に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下で、本発明の無線充電用の線型電池の細部的な構造を図面を参照して詳細に説明す
る。
【００２０】
　本発明の無線充電用の線型電池は断面の形に応じて円形断面（図１のａ）及び角形断面
（図１のｂ）の形態になされることができる。
【００２１】
　円形断面の形態を有する電池は更に細部的に単一芯型（図２のａ）と多重芯型（図２の
ｂ）に分類することができる。
【００２２】
　図２のaに示すような単一芯型の線型電池１０は、内部集電体１１を中心に、負極また
は正極の内部電極１２、電解質１３、正極または負極の外部電極１４及び外部集電体１５
が順に被覆またはコーティングされて構成されてもよい。
【００２３】
　このように構成された単一芯型の線型電池１０を無線充電が可能となるようにするため
、最外殻に被覆材１７を被覆する前に、外部から印加される電磁場及びマイクロ波の共鳴
を誘導してそれぞれの環境で電力を生産することのできる機能をするコイル１６を巻線す
る。
【００２４】
　このような電池の構成は電池の用途または特性を考慮して正極及び負極の位置を変えて
構成することができる。
【００２５】
　内部または外部電極（負極または正極）としては、活物質を粉末形態に製造してバイン
ダーとともに集電体に接着させて製造したものを使ったり、物理化学的な薄膜製造工程を
介して製作して薄膜に製造された電極薄膜を使ったりすることができる。
【００２６】
　コイルの材料は電気伝導度が高い物質を利用することが好ましく、Ｃｕ（銅）、Ａｌ（
アルミニウム）、Ｔｉ（チタニウム）、Ａｕ（金）、Ｐｔ（白金）、Ａｇ（銀）またはこ
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れらの合金、または超伝導体物質、たとえば、ＭｇＢ２、ＲＥＢａ２Ｃｕ３Ｏ７－δ（こ
こで、ＲＥ＝Ｙ、Ｎｄ、Ｇｄ又はＳＭのような希土類元素である）から構成された群から
選択されるものが代表的に使用されてもよい。また、電池の外殻に挿入されるコイルの形
状は、単純線型タイプ、ソレノイド型タイプ、板状型タイプが可能である。
【００２７】
　図２のｂに示すような多重芯型の線型電池２０は、それぞれ線型集電体２１上に負極２
２及び正極２３を被覆またはコーティングして線形態に２つ以上の個別電極を製造し、こ
れらを電池内部の電解質２４に挿入した形態に構成してもよい。
【００２８】
　前記個別電極は負極２２及び正極２３を集電体２１上に前記電極製造方法を利用して形
成させることができ、電解質２４の基地内にそれぞれ芯の形態に挿入される。
【００２９】
　次いで、無線充電のために追加されるコイル２５は図に示すように電解質２４の基地の
外殻に挿入される。
【００３０】
　図３は、本発明における角形断面を有する無線充電用の線型電池３０の一実施形態を示
すもので、内部には集電体３１、負極３２、電解質３３、正極３４、集電体３１、無線充
電用コイル３５が順に積層されており、外部を被覆材３６で被覆した形態に構成されてい
る。また、正極及び負極の配列は電池の特性に応じて変更されてもよい。
【００３１】
　電極は上記で例示した製造方法と同一に製造することができるが、電極の支持台として
断面が板状型である支持台を利用して製造することもできる。角形断面を有する電池の場
合、コイルは電極の上部または下部に挿入されることが好ましく、場合によって電池の最
外殻を取り囲む構造に製造されてもよい。
【００３２】
　上記で提示した形態は単位線型電池の構造に関し、用途に応じてこれらを２つ以上に組
み合わせて使用することもできる。
【００３３】
　線型電池を磁場が変化するパッドの上に一直線または螺旋型に置くと充電用コイルに誘
起電圧が発生する。この電圧をダイオード整流器などの充電回路を介して線型電池の負極
と正極に接続すると電流が流れて充電するようになる。従って、一定時間の間、線型電池
を磁場が変化するパッドの上に置いておくと電池は満充電する。
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【国際調査報告】
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